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１．研究計画の概要 
 本研究では、電力を貯蔵するためのエネル
ギー密度の高い電気二重層キャパシタ(以下
EDLC)を開発し、負荷変動補償用として開発
した EDLCを用い、燃料電池とのハイブリッ
ド利用を行うことである。EDLCの電極とし
てのナノカーボン材料の調製を行い、エネル
ギー密度向上のための基礎データを得るこ
とと、EDLCと燃料電池ハイブリッド利用の
ためのシミュレーション構築を目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 高エネルギー密度の EDLC 開発において
は、分極性電極に用いる導電性材料であるケ
ッチェンブラックの表面官能基に着目し、官
能基の付与・除去処理による細孔分布及び比
表面積、平均細孔径への影響を BET 法と
BJH法により評価した。更にそのケッチェン
ブラックを用いて、水系電解液における官能
基付与導電性材料を用いた EDLC の特性評
価を行った。特性評価には、官能基付与導電
性材料の配合比、放電特性、温度特性から導
電性材料の官能基が及ぼす影響を検討した。
分極性電極の測定方法には、2 電極式の充放
電試験と 3電極式の CV法及び交流インピー
ダンス法を用い、充放電試験によって通常の
EDLCとしての性能比較を行い、3電極式の
測定では充放電試験だけでは分からない微
小な挙動についても検討を行った。その結果、
導電性材料の官能基の存在により、電極と電
解液との湿潤性が向上したため容量の増大、
また、ファラデー反応による容量の増大が見
られた。しかし、充放電試験においては、分
極性電極に対する官能基の割合が多くなけ
れば、導電性材料の官能基が静電容量に与え
る影響は小さいものと考えられる。また、導

電性材料の官能基を除去した場合、比表面積
が増加するため静電容量の増大に繋がるこ
とが分かった。内部抵抗に関しては、導電性
材料の官能基付与量による影響はあまりな
いことが分った。以上のことから、水系電解
液を用いた EDLC においては官能基を付与
した導電性材料、官能基を除去した導電性材
料とも EDLCの静電容量増大に対して、有効
であると考えられる。また、燃料電池とのハ
イブリッド利用においてもシミュレーショ
ン及び実験において、類似した結果が得られ
ていることからシミュレーションモデルの
有効性を示すことができている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
 実験設備の不具合も無く、研究代表者及び
研究分担者が協力して実験を遂行している
ため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 次年度が最終年度になるが、これまで通り
研究代表者と研究分担者が連携を図りなが
ら研究を進めることで、成果を挙げることを
研究の推進方策とする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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